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推
薦
文

瀬
川
久
志
先
生
は
、
東
海
学
園
大
学
が
経
営
学
部
の
一
学
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
そ
の
最
初
か
ら
就
任
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
で

す
。
長
ら
く
地
域
経
済
学
の
研
究
で
実
績
を
積
ま
れ
、
近
年
は
風
力
発
電
と
環
境
問
題
と
い
う
視
点
で
全
国
の
風
力
発
電
所
を
く
ま
な
く

回
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
実
際
に
現
地
で
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
き
た
研
究
者
で
、
博
士
の
学

位
も
﹁
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
で
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
が
昨
年
出
さ
れ
た
『
母
』
と
い
う
書
物
も
、
今
回
の
法
然
上
人
の
少
青
年
期
の
著
書
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
若
き
法
然
上
人
の
母
へ
の
思
慕
と
、
母
御
論
で
す
。
こ
れ
は
学
園
の
校
是
﹁
共
生
き
﹂
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
す
で
に
十
冊
以

上
の
著
書
や
小
説
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
優
し
さ
の
あ
る
文
章
力
に
は
驚
嘆
の
念
を
抱
き
ま
す
。

本
書
は
法
然
上
人
の
若
き
時
代
に
光
を
当
て
た
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
い
う
の
は
母
、
秦
氏
に
つ
い
て
の
論
旨
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
岡
山
県
津
山
市
出
身
の
先
生
が
文
献
資
料
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
精
通
さ
れ
た
地
理
と
現
地
主
義
と
い
う
先
生
の
研
究

方
法
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
著
書
で
す
。
誕
生
寺
や
那
岐
山
菩
提
寺
に
は
何
回
足
を
運
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

『
法
然
上
人
絵
伝
』（
勅
伝
、
国
宝
、
知
恩
院
蔵
）
の
空
白
部
分
や
、﹁
母
の
も
と
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
﹂
な
ど
と
す
る
浄
土
宗
史

へ
の
疑
問
な
ど
貴
重
な
論
考
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
表
題
に
﹁
朱
﹂
と
い
う
字
を
使
わ
れ
ま
し
た
。
秦
氏
の
錦
織
の
ま
っ
赤
な
朱
色
が
先

生
の
脳
裏
に
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
三
国
連
太
郎
の
『
白
い
道
』
の
白
に
対
抗
さ
れ
た
色
か
と
私
は
秘
か
に
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
学
園
大
学　

学
監

同
共
生
文
化
研
究
所　

所
長　

田
中
祥
雄

二
〇
一
八
年　

四
月
二
六
日



ii

は
じ
め
に

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
以
下
の
内
容
の
仏
教
社
会
（
福
祉
）
事
業
の
研
究
（
下
記
論
文
等
１
～
４
）
を
行
っ
て
き
た
が
、﹁
法
然
上
人　

生
誕
の
地
美
作
国
に
関
す
る
研
究
﹂（
下
記
著
作
６
）
に
お
い
て
、
法
然
の
幼
少
・
青
年
期
に
お
け
る
、
同
地
社
会
経
済･

政
治
構
造
と

上
人
の
情
緒
形
成
の
原
型
を
探
り
、
そ
の
こ
と
が
、
い
か
に
上
人
の
専
修
念
仏
・
平
等
往
生
へ
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
か
に
関
し
て
研
究
を

行
っ
た
。
本
書
は
、
そ
の
続
編
で
あ
り
法
然
上
人
の
伝
記
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
が
、
色
彩
感
覚
を
取
り
入
れ
た
文
学
作
品
で
も
あ
る

と
い
う
解
釈
か
ら
、
文
芸
の
ス
タ
イ
ル
で
書
き
下
ろ
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
色
彩
表
現
を
文
芸
等
と
結
び
つ
け
る
研
究
は
、
下
記
英
文

論
文
（Study note

）
に
お
い
て
、
試
み
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
『
法
然
上
人
生
誕
の
地
美
作
国
に
関
す
る
研
究
』
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
平
成
二
八
年
度
に
、
本
学
の
共
生

文
化
研
究
所
に
お
い
て
行
っ
た
、
勢
至
丸
が
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
、
現
誕
生
寺
か
ら
菩
提
寺
へ
の
道
、
勢
至
丸
一
四
歳
で
京
へ
上
っ
た
美
作

街
道
と
、
高
橋
良
和
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
『
浄
土
』
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
佐
用
の
腰
掛
け
石
﹂
の
実
地
の
調
査
、
さ
ら
に
、
菩
提
寺
の
北
に

聳そ
び

え
る
霊
山
那
岐
山
に
関
す
る
研
究
を
踏
ま
え
、
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
に
お
い
て
美
作
国
・
法
然
上
人
の
出
自
等
に
関
す

る
古
文
書
、
学
術
研
究
、
地
域
の
郷
土
史
研
究
か
ら
類
推
さ
れ
る
、
法
然
上
人
の
幼
少･

青
年
期
に
お
け
る
実
像
は
、
旧
著
で
述
べ
た
よ

う
に
、
霧
の
中
に
浮
か
ん
で
は
消
え
る
、
い
わ
ば
虚
像
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
研
究
の
た
め
に
、
あ
え
て
冒
険
を
冒
し
て
本
書

を
上
程
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
、
法
然
上
人
の
幼
少
・
青
年
期
に
お
け
る
情
緒
形
成
で
後
年
に
及
ん
だ
具
体
的
要
因
は
、
次
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
法
然
上
人
幼
少
・
青
年
期
に
お
け
る
、
美
作
国
の
経
済
・
政
治
・
社
会
構
造
・
地
縁
・
血
縁
関
係

（
共
同
体
）
が
、
法
然
上
人
の
情
緒
形
成
、
思
想
の
端
緒
形
成
に
果
た
し
た
縁
因
の
抽
出
を
行
い
次
の
項
目
に
つ
い
て
類
推
を
行
っ
た
。
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ア　

観
覚
上
人
の
下
で
の
指
導 

─
─ 

母
・
秦
氏
亡
き
後
、
叔
母
が
嫁
い
だ
菅
原
家
の
下
で
の
庇
護 

─
─

イ　

母
の
出
自
・
錦
織
集
落
の
産
業
構
造

ウ　

美
作
国
・
国
府
の
支
配
下
に
あ
る
勝
間
田
郡
衙

エ　

菩
提
寺
周
辺
・
勝
田
郡
の
産
業
─
馬ま

桑ぐ
わ

に
つ
い
て
─

オ　

背
景
に
あ
る
日
本
創
建
の
地　

霊
山
・
那
岐
山
と
情
緒
形
成 

─
─ 

母
な
る
も
の
か
ら
受
け
た
関
係
性
の
形
成
と
自
立

カ　

法
然
の
道 
─
─ 

菩
提
寺
へ
の
道
・
京
へ
の
道
（
上
人
の
腰
掛
石
）・
自
立
と
共
同
体
へ
の
紐
帯 

─
─

キ　

専
修
念
仏
へ
の
道
（
共
生
と
関
係
性
の
形
成
）

本
書
﹁
法
然
上
人
誕
生
の
地
に
吹
く
朱
色
の
風
﹂
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
色
彩
表
現
を
取
り
入
れ
た
内
容
の

着
眼
点
は
、
次
の
イ
～
ホ
で
あ
る
。

イ　
﹁
行
状
絵
図
﹂
に
お
け
る
色
彩
表
現 
─
─ 

奇
瑞
・
和
歌
・
夢
・
炎

ロ　

五
つ
の
朱
色 

─
─ 

煩
悩
の
炎
（
明
石
定
明
に
よ
る
夜
襲
の
炎
）・
西
方
の
浄
土
の
朱
・
蹈た

た
ら鞴
製
鉄
の
残ざ

ん

滓さ
い

（
公
害
）・
赤
気
の
朱
・

念
仏
へ
の
情
熱
の
炎

ハ　

萌
黄
色
（
高
級
絹
織
物
）
と
の
対
比

ニ　

革
新
思
想
と
の
連
携

ホ　

律
令
体
制
崩
壊
期
の
特
殊
過
渡
期
的
葛
藤

本
書
は
、
筆
者
の
東
海
学
園
大
学
に
お
け
る
、﹁
と
も
い
き
﹂
の
精
神
を
踏
ま
え
た
教
育
実
践
の
書
と
し
て
の
意
味
も
持
つ
も
の
で
あ

り
、
田
中
学
監
か
ら
﹁
法
然
上
人
の
と
も
い
き
と
本
学
の
教
学
理
念
﹂
な
る
推
薦
文
を
い
た
だ
き
掲
載
し
た
。
文
芸
書
の
ス
タ
イ
ル
を
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と
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
本
文
で
も
た
び
た
び
引
用
し
た
よ
う
に
三
国
連
太
郎
の
『
白
い
道
』
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
と
、『
法
然
上
人
絵

伝
』（
現
代
語
訳
）
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
文
芸
書
の
体
裁
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
学
術
書
の
体
裁
に
こ
だ
わ
る
と
表
現
し
き
れ
な
い

空
隙
を
埋
め
る
た
め
に
、
経
済
史
的
な
考
察
を
踏
ま
え
て
、
推
論
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
で
あ
る
。
法
然
上
人
に
学
ぶ
こ
と
の
意
味

は
、
そ
れ
自
体
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
上
人
の
思
想
を
現
代
に
生
か
す
こ
と
で
あ
る
。
現
代
は
末
法
の
世
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、

末
法
の
世
の
経
世
済
民
の
学
を
考
究
し
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
然
が
憂
え
た
時
代
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
再

現
す
べ
き
そ
れ
で
あ
る
。
宇
宙
物
理
学
の
な
か
で
最
も
成
功
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
超
弦
理
論
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
時
空
移
動
の
手

段
に
使
っ
た
の
は
そ
の
対
比
を
鮮
明
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
一
時
期
を
席
巻
し
た
新
左
翼
運
動
と
法

然
上
人
の
思
想
の
革
新
性
を
対
比
す
る
方
法
を
使
っ
た
の
は
、
筆
者
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
た
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
表
現
方
法
は
、
法
然
上
人
に
と
っ
て
不
遜
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
中
、
主
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
仲
村
輝
彦
の
授
業
風

景
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
図
の
可
否
は
読
者
諸
兄
の
判
断
を
待
ち
た
い
。
デ
ィ
テ
ク
テ
ィ
ブ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
﹁
あ
と
が
き
﹂
で
記
し
た
い
。
ま
た
法
然
の
時
代
の
会
話
描
写
は
、
で
き
る
だ
け
古
文
の
体
裁
を
使
っ
た
。
と
は
い
え
、
古
語
に
不

案
内
な
筆
者
が
作
っ
た
会
話
体
が
、
平
安
後
期
の
そ
れ
か
ら
は
、
正
確
さ
に
お
い
て
程
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。
古
文

特
有
の
名
詞
等
に
つ
い
て
筆
者
が
理
解
し
う
る
限
り
で
、
本
文
中
に
＊
を
付
し
て
、
巻
末
に
語
彙
の
説
明
を
つ
け
て
お
い
た
。

１ 

拙
稿
﹁
岡
山
県
美
作
地
域
・
自
修
会
に
よ
る
仏
教
福
祉
事
業
に
関
す
る
研
究
﹂『
東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要　

社
会
科
学
研
究
編
（
一
九
）』
二
〇
一
四
年
三
月

２ 

拙
著
『
地
域
福
祉
の
源
流
を
築
い
た
仏
教
者
た
ち
』（
Ｋ
Ｄ
Ｐ
出
版
）
二
〇
一
四
年
一
月

３ 

拙
稿
﹁
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
上
）
─
共
生
理
念
と
の
関
連
で
─
﹂

（
三
宅
章
介
と
共
著
）、『
共
生
文
化
研
究
』（
創
刊
号
）
二
〇
一
六
年
三
月

４ 

拙
稿
﹁
明
治･

大
正･

昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
─
共
生
理
念
と
の
関
連
で
─
﹂

（
三
宅
章
介
と
共
著
）、『
共
生
文
化
研
究
（
１
）』、
二
〇
一
七
年
三
月
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５ 
The M

iddle A
ges and M

odern W
indm

ills as Landscape in Literature

─a trial study to integrate social science's environm
ental issues 

w
ith color system

s, m
usic and pictures (m

ovies)

─
『
東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要
：
社
会
科
学
研
究
編
（
22
）』
二
〇
一
七
年
三
月
、
研
究
ノ
ー
ト

６ 
『
法
然
上
人
生
誕
の
地
美
作
国
に
関
す
る
研
究
』
Ｋ
Ｄ
Ｐ
出
版
、
二
〇
一
七
年
六
月
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謝
　
辞

本
書
を
纏
め
る
に
あ
た
り
、
実
に
多
く
の
方
々
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
東

海
学
園
大
学
元
学
長
・
現
理
事
長
の
袖
山
榮
真
先
生
か
ら
は
、
仏
教
社
会
事
業
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
青
空
が
輝
く
と
き
』（
後
掲
参
考

文
献
９
）
に
対
し
、
親
切
な
る
書
評
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
美
作
仏
教
自
修
会
に
よ
る
福
祉
の
取
り
組
み

を
題
材
に
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
先
生
の
﹁
と
も
い
き
財
団
﹂
の
責
任
者
と
し
て
の
取
り
組
み
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
背
中

を
押
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
本
書
に
繋
が
っ
た
。
袖
山
先
生
と
は
、
田
中
学
監
や
三
宅
教
授
と
と
も
に
、
何
度
も
美
作
地
方
の
調

査
に
出
か
け
、
そ
の
都
度
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
東
海
学
園
大
学
学
監
の
田
中
祥
雄
先
生
に
も
、
袖
山
先
生
と
並
ん
で
、
筆
者
に

不
案
内
な
浄
土
教
学
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
本
書
の
行
間
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
冒
頭
の
推
薦
文
は
、
筆
者
の
た
っ
て

の
お
願
い
に
快
く
書
き
下
ろ
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
感
謝
し
た
い
。
東
海
学
園
大
学
共
生
文
化
研
究
所
は
、
本
学
の
開
学
時
か

ら
設
置
さ
れ
て
は
い
た
の
で
あ
る
が
、
三
年
前
の
二
〇
一
五
年
度
か
ら
、
本
格
的
に
研
究
活
動
を
開
始
し
た
。
本
研
究
所
の
元
所
長
、
神

谷
正
義
先
生
に
は
美
作
実
地
調
査
に
何
度
も
同
行
い
た
だ
き
、
二
〇
一
七
年
度
に
は
、
二
回
に
わ
た
り
法
然
上
人
が
歩
い
た
で
あ
ろ
う
道

を
と
も
に
行
脚
し
た
。
神
谷
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
け
れ
ば
、
本
書
は
到
底
書
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

東
海
学
園
大
学
経
営
学
部
名
誉
教
授
三
宅
章
介
先
生
に
も
、
特
別
な
謝
辞
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
宅
先
生
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
専
門
家
で
あ
り
、
当
該
分
野
で
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
中
等
・
高
等
教
育
の
在
り
方
に
も
拙
劣
な
が
ら
言
及

し
て
い
る
。
都
合
一
〇
数
回
に
及
ぶ
三
宅
先
生
と
の
実
地
調
査
・
踏
査
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
本
書
は
成
立
し
て
い
な
い
。

順
番
が
後
に
な
り
失
礼
で
は
あ
る
が
、
誕
生
寺
漆
間
徳
然
住
職
か
ら
は
、
同
寺
所
蔵
の
資
料
に
基
づ
き
、
法
然
の
出
自
や
父
母
の
こ
と
に

つ
い
て
有
益
か
つ
斬
新
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
脚
注
に
明
記
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
表
現
は
筆
者
の
責
任
に
な
る
こ
と
と
判



謝　辞

vii

断
し
、
あ
え
て
住
職
の
意
見
は
明
記
し
な
か
っ
た
失
礼
の
段
は
お
詫
び
し
た
い
。
ま
た
、
本
書
文
中
で
も
取
り
上
げ
た
、
菩
提
寺
の
麓
に

あ
る
﹁
馬
桑
﹂
の
地
名
に
関
し
て
、
そ
の
植
物
と
し
て
の
薬
用
の
効
能
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
糸
魚
川
政
孝
教
授
か
ら
、

専
門
的
観
点
か
ら
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
本
書
で
、
薬
学
上
の
知
見
か
ら
、
法
然
上
人
の
時
代
の
地
域
産
業
の
一
端
に
迫

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
糸
魚
川
教
授
の
協
力
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
成
立
は
、
仏
教
社
会
事
業
の
調
査
研
究
を
含
め
る
と
、
足
掛
け
七
年
に
わ
た
り
実
に
三
〇
数
回
に
及
ぶ
現
地
調
査
・
踏
査
に

よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
本
書
に
限
定
す
る
と
、
奈
義
町
観
光
協
会
、
奈
義
町
立
図
書
館
、
佐
用
町
教
育
委
員
会
、
同
観
光
協
会
、
佐
用

町
立
図
書
館
、
同
観
光
協
会
、
津
山
市
教
育
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ま
た
お
一
人
ず
つ
名
前
は
挙
げ
な
い
が
郷
土
史
家
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
本
書
の
至
る
と
こ
ろ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
出
典
を
明
記
し
て
い
な

い
点
も
お
許
し
願
い
た
い
。
本
書
は
、
奥
付
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
七
年
度
の
本
学
助
成
金
に
よ
る
出
版
で
あ
る
。
出
版
に
あ
た

り
御
尽
力
い
た
だ
い
た
、
学
部
長
の
古
賀
智
敏
教
授
及
び
総
務
課
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
も
謝
辞
を
述
べ
た
い
。
ま
た
二
〇
一
七
年
度
の

﹁
共
生
文
化
研
究
所
﹂
の
年
末
の
研
究
会
で
は
、
研
究
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
述
べ

た
い
。

平
成
三
〇
年
四
月
一
〇
日
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章 

─
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法
然
房
源
空



4

初
冬
の
美
作
道

法
然
房
源
空
と
い
う
男
は
、
人
生
四
〇
の
峠
を
越
え
た
、
迷
え
る
修
行
僧
で
あ
っ
た
。
師
匠
か
ら
勧
め
ら
れ
た
教
義
に
関
す
る
書
を
読

め
ど
、
意
味
解
釈
の
真
髄
を
知
ら
ず
、
い
ま
だ
悟
り
の
境
地
に
至
っ
た
と
い
う
自
覚
を
得
ず
、
い
わ
ん
や
、
そ
の
手
が
か
り
さ
え
も
掴
め

な
い
で
い
た
。
湿
気
の
多
い
房
に
篭
っ
て
ば
か
り
い
て
は
健
康
に
も
悪
い
。
初
冬
の
湿
っ
た
風
が
、
行
く
道
に
積
も
っ
た
枯
葉
を
、
か
さ

か
さ
と
舞
い
上
が
ら
せ
、
行
く
手
を
阻
ん
で
い
た
。
秋
か
ら
冬
へ
と
向
う
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
も
た
ら
す
荒
涼
た
る
景
色
は
、
源
空
の

乾
い
た
心
の
景
色
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
何
も
か
も
投
げ
出
し
た
く
な
る
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
こ
の
ひ
び
割
れ
た
大
地
で
、
こ
の
身
が
朽

ち
果
て
る
の
を
待
と
う
か
と
さ
え
思
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
足
取
り
は
重
か
っ
た
。
京
か
ら
川
を
下
り
海
路
で
播
磨
の
港
に
着
き
、
陸
路
を

は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
播
磨
国
府
で
美
作
国
へ
入
る
許
可
を
も
ら
い
、
佐
用
の
郡
衙
の
馬
小
屋
で
一
夜
を
過
ご
し
、
道
中
の

食
料
を
調
達
し
て
、
師
匠
の
書
状
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
路
銀
と
乾
物
を
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
勝
間
田

郡
ま
で
は
あ
と
一
息
、
日
の
暮
れ
る
う
ち
に
は
、
着
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

﹁
我
は
、
何
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
け
ん
。
も
う
、
四
〇
歳
を
過
ぐ
と
い
へ
ど
、
何
一
つ
分
か
り
て
は
あ
ら
ず
﹂

源
空
は
、
冷
た
く
な
っ
た
手
の
ひ
ら
を
こ
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
問
自
答
し
た
。
編
隊
を
組
ん
で
、
源
空
の
進
む
方
角
へ
飛
ぶ
雁
の

群
れ
が
、
源
空
の
目
に
は
、
無
性
に
憎
く
映
っ
た
。
唐
松
の
林
が
、
ひ
ゅ
る
る
、
ひ
ゅ
る
る
と
風
を
受
け
て
鳴
っ
て
い
る
。
源
空
の
思
考

の
回
路
は
停
ま
り
、
た
だ
進
む
方
角
へ
足
を
向
け
る
こ
と
だ
け
が
、
そ
の
場
の
目
的
だ
っ
た
。
美
作
国
へ
入
る
こ
と
、
そ
し
て
懐
か
し
い

親
類
縁
者
ら
に
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
喜
び
は
、
そ
の
先
に
横
た
わ
っ
て
い
る
儚
い
夢
で
あ
り
、
う
つ
ろ
な
心
を
満
た
し
て
く
れ

る
僅
か
ば
か
り
の
希
望
で
あ
っ
た
。
た
だ
足
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
、
そ
の
夢
が
か
な
わ
な
い
。

﹁
こ
の
身
が
果
つ
る
前
に
、
せ
め
て
一
度
の
み
会
ひ
た
し
﹂
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源
空
は
、
う
つ
ろ
な
胸
の
中
に
つ
ぶ
や
い
た
。
普
段
、
鬱う

っ

蒼そ
う

と
し
た
樹
木
に
囲
ま
れ
た
房
に
閉
じ
こ
も
り
、
経
典
と
の
格
闘
に
明
け
暮

れ
た
生
活
を
支
え
る
足
は
ひ
弱
く
、
途
中
何
度
も
血
豆
を
つ
ぶ
し
、
そ
れ
が
ま
た
つ
ぶ
れ
、
両
足
の
親
指
の
先
は
、
大
き
な
た
ん
こ
ぶ
に

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
通
っ
た
道
と
は
い
え
、
既
成
の
教
義
に
飽
き
足
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
わ
が
脳
裏
と
身

は
、
阿
鼻
地
獄
へ
の
道
を
転
落
す
る
と
の
、
同
僚
た
ち
の
批
判
が
身
に
し
み
た
。
こ
の
道
は
、
ま
さ
に
阿
鼻
地
獄
へ
続
く
道
と
さ
え
思
わ

れ
た
。

阿
鼻
地
獄
は
八
大
地
獄
の
一
つ
で
、
無
間
地
獄
と
も
い
う
。
想
像
す
る
だ
に
恐
ろ
し
い
最
悪
の
地
獄
で
、
父
を
殺
す
な
ど
の
五
逆
罪

で
、
正
し
い
教
え
を
非
難
攻
撃
す
る
罪
を
犯
し
た
人
間
の
赴
く
地
獄
と
さ
れ
、
絶
え
間
な
く
苦
痛
を
受
け
、
そ
れ
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
さ
れ
る
。
源
空
は
わ
が
身
の
罪
悪
に
よ
っ
て
、
阿
鼻
地
獄
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。
今
日
も
、
佐
用
の
郡
衙
を
出

る
直
前
、
激
し
い
胃
の
痛
み
に
見
舞
わ
れ
、
や
っ
と
の
思
い
で
、
郡
衙
を
後
に
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
道
中
、
ま
た
い
つ
痛
み

が
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。

﹁
仏
よ
、
な
ん
ぢ
に
情
け
と
い
ふ
も
の
が
あ
ら
ば
、
ど
う
ぞ
我
を
救
ひ
給
え
﹂

源
空
は
、
道
端
の
枯
れ
草
に
つ
ぶ
や
い
た
。

こ
の
季
節
に
な
っ
て
は
、
行
き
か
う
人
の
影
さ
え
な
い
。
み
な
、
め
ぐ
り
来
る
冬
を
乗
り
切
る
た
め
の
準
備
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
い

な
、
鳥
や
獣
さ
え
深
い
眠
り
に
つ
こ
う
と
し
て
い
る
。
佐
用
の
郡
衙
を
出
て
か
ら
半
時
も
立
っ
た
だ
ろ
う
か
、
太
陽
が
行
く
手
の
方
向
、

つ
ま
り
美
作
国
の
空
へ
傾
き
始
め
て
い
た
。
峠
を
越
せ
ば
美
作
国
へ
入
る
。

﹁
西
へ
向
っ
て
家
路
を
急
ぐ
雁
よ
。
我
の
生
く
る
知
恵
を
授
け
て
く
れ
ず
や
﹂

源
空
の
言
葉
は
、
む
な
し
く
北
風
に
か
き
消
さ
れ
た
。
源
空
は
、
自
分
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
す
ら
呪
っ
て
い
た
。



6

時
代
の
端
境
期

法
然
上
人
、
つ
ま
り
法
然
房
源
空
が
美
作
の
地
に
生
ま
れ
た
の
は
一
一
三
三
年
、
七
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
が
一
二
一
二
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
七
九
年
の
生
涯
は
、
ま
さ
に
怒
涛
の
波
が
時
代
を
洗
う
そ
れ
で
あ
り
、
中
央
に
あ
っ
て
は
、
武
士
が
台
頭
し
、
平
家
の

全
盛
時
代
か
ら
壇
ノ
浦
に
海
の
藻
屑
と
散
っ
た
時
代
を
含
ん
で
い
る
。
源
空
が
わ
が
道
に
光
明
あ
れ
と
葛
藤
を
続
け
て
い
た
平
安
時
代

は
、
歴
史
教
科
書
に
よ
れ
ば
、
三
つ
の
時
期
区
分
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
。
前
期
は
、
天
皇
家
と
藤
原
氏
の
競
合
共
存
の
時
代
で
、
中
国

と
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
源
空
と
も
縁
の
あ
る
、
後
の
世
に
な
っ
て
学
問
の
神
様
で
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
の
左
遷
ま
で
（
七

九
四
～
九
〇
一
年
）
の
時
代
。
中
期
は
藤
原
氏
が
政
治
を
独
占
し
、
ま
た
、
地
方
武
士
が
台
頭
し
て
く
る
時
代
で
、
後
三
条
天
皇
即
位
ま

で
（
九
〇
一
～
一
〇
六
八
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
、
源
空
─
歴
史
書
『
作
陽
誌
』
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
幼
名

を
空
爾
と
い
う
─
は
、
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。
後
期
は
、
院
政
が
行
わ
れ
、
天
皇
家
と
結
び
つ
い
た
武
士
が
中
央
の
政
治
に
か
か
わ

り
を
持
っ
た
時
代
で
、
平
家
滅
亡
ま
で
（
一
〇
六
八
年
～
一
一
八
五
年
）。
平
家
の
滅
亡
は
、
源
空
が
五
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

本
書
に
も
登
場
す
る
美
作
菅
家
党
の
先
祖
・
菅
原
道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
年
）
は
、
日
本
の
平
安
時
代
の
貴
族
で
、
学
者
、
詩
人
、

政
治
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
に
重
用
さ
れ
て
、
寛
平
の
治
を
支
え
た
一
人
で
あ
り
、
醍
醐
朝
で
は
、
右
大
臣
に
ま
で
昇
っ

た
。
し
か
し
、
左
大
臣
の
藤
原
時
平
に
讒ざ

ん

訴
さ
れ
、
大
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
て
現
地
で
没
し
た
。
死
後
、
天
変
地
異
が
多
発
し
た
こ
と
か

ら
、
朝
廷
に
祟
り
を
な
し
た
と
さ
れ
、
天
満
天
神
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
る
。

﹁
海
な
ら
ず 

湛
へ
る
水
の 

底
ま
で
に 

清
き
心
は 

月
ぞ
照
ら
さ
む
﹂（
新
古
今
和
歌
集
）
は
、
大
宰
府
へ
左
遷
の
途
上
、
備
前
国
児
島

郡
八
浜
で
詠
ま
れ
た
歌
で
有
名
。﹁
東
風
吹
か
ば 

に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ 

梅
の
花 
主
な
し
と
て 

春
な
忘
れ
そ
﹂（『
拾
遺
和
歌
集
』）
と
詠
ん

だ
歌
も
有
名
で
あ
る
。
菅
原
家
と
美
作
国
と
の
縁
は
、
拙
著
『
法
然
上
人
生
誕
の
地　

美
作
国
に
関
す
る
研
究
』
一
七
頁
に
説
明
し
た
。
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道
真
の
末
裔
と
、
法
然
の
母
の
妹
が
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
読
者
は
御
存
知
で
あ
ろ
う
か
。

法
然
房
源
空

法
然
上
人
は
、
一
一
四
五
（
天
養
二
）
年
、
一
三
歳
の
時 

─
─ 

年
齢
に
関
し
て
は
本
書
で
は
い
わ
ゆ
る
﹁
数
え
﹂
を
用
い
る 

─
─ 

比

叡
山
延
暦
寺
に
登
り
源
光
に
師
事
し
た
。
源
光
は
、
源
空
に
対
し
自
分
で
教
え
る
こ
と
を
教
え
終
わ
り
、
一
一
四
七
（
久
安
三
）
年
、
源
空

一
五
歳
で
今
度
は
皇
円
の
下
で
得
度
し
、
一
八
歳
で
皇
円
の
も
と
を
辞
し
、
比
叡
山
黒
谷
別
所
に
移
り
、
叡
空
を
師
と
し
て
修
行
し
た
。
叡

空
か
ら
も
た
い
そ
う
評
価
さ
れ
、
一
八
歳
で
法
然
房
と
い
う
房
号
を
、
源
光
と
叡
空
か
ら
一
字
ず
つ
と
っ
て
源
空
と
い
う
名
前
を
授
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
法
然
の
僧
と
し
て
の
正
式
な
名
は
﹁
法
然
房
源
空
﹂
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
法
然
上
人
が
法
然
房
源
空
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
数
え
の
一
八
歳
か
ら
を
源
空
と
呼
び
、
そ
れ
ま
で
の
幼
・
少
年
時
代
を
『
作
陽
誌
』
に
見
え
る
空
嬭
の
女
偏
を
取
っ
た
空く

う

爾じ

と
い

う
幼
名
で
用
い
る
。『
作
陽
誌
（
中
巻
）』
に
は
法
然
上
人
の
出
自
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
口
語
文
に
直
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

﹁
空
は
長
承
葵
丑
歳
稲
岡
北
庄
栃
社
邑
に
産
る
。
栃
社
は
地
名
に
し
て
一
に
曰
く
、
空
嬭
の
母
は
古
曾
女
を
名
と
す
る
。
栃
と
刀
自
と
は
倭
訓
相

通
ず
、
刀
自
は
女
媼
の
通
称
な
る
が
故
に
栃
社
と
い
う
。
も
っ
て
山
号
と
な
す
は
本
に
酬
ゆ
ゆ
え
ん
な
り
。
未
だ
い
ず
れ
が
是
な
る
か
を
知
ら
ざ

る
な
り
﹂（
四
二
四
︲
五
頁
）。

法
然
上
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
巻
末
参
考
文
献
﹁
22 

源
空
聖
人
私
日
記
﹂
に
詳
し
い
。
ま
た
同
﹁
21 

井
川
定
慶
『
法
然
上
人
伝
全

集　

法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』﹂
に
は
、
全
生
涯
を
通
じ
た
上
人
の
年
表
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
す
る
と
よ
い
。
源
空
は
、
幼
い
こ
ろ

父
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
、
美
作
国
の
東
部
に
勢
力
を
張
っ
た
藤
原
家
の
祖
先
・
道
真
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
彼
の
母
親
の
古こ

そ

め
曾
女
の
妹
・

阿あ

只だ

め女
は
、
こ
の
菅
原
家
に
嫁
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
阿
只
女
の
夫
は
菅
原
尚な

お

忠た
だ
と
い
っ
た
。
美
作
国
の
押
領
使
と
し
て
官
位
を
得
た
菅
原
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実さ
ね
か
ね兼

の
子
が
尚
忠
で
あ
っ
た
。
押
領
使
と
は
、
日
本
の
律
令
制
下
の
令
外
官
の
一
つ
で
、
警
察
・
軍
事
的
官
職
を
い
う
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

八
世
紀
の
防さ

き
も
り人
の
記
述
に
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
、
国
司
や
郡
司
の
中
で
も
武
芸
に
長
け
た
者
が
兼
任
し
、
現
代
で
い
う
地
方
警
察

の
よ
う
な
、
一
国
内
の
治
安
の
維
持
に
あ
た
っ
た
職
で
あ
っ
た
。
東
海
道
・
東
山
道
な
ど
の
、
道
と
い
う
広
範
囲
に
渡
っ
て
の
軍
事
を
担
当

し
た
者
も
あ
っ
た
が
、
源
空
の
父
の
時
国
や
美
作
の
国
の
菅
原
家
は
、
地
域
に
密
着
し
た
警
察
任
務
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

源
空
は
、
後
の
時
代
に
菅
家
党
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
経
済
基
盤
に
恵
ま
れ
た
菅
原
家
の
尚
忠
の
庇
護
を
受
け
て
成
長
し
た
の

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
空
爾
が
学
問
の
た
め
に
の
ぼ
っ
た
菩
提
寺
周
辺
は
、
藤
原
家
の
経
済
的
支
配
地
で
あ
り
、
何
よ
り
も
、
空
爾

の
母
親
の
古
曾
女
の
妹
が
嫁
い
だ
、
有
力
武
士
団
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
侍
の
経
済
基
盤
の
詳
細
は
、
同
じ

美
作
国
の
西
部
に
属
す
る
、
空
爾
の
父
親
及
び
母
親
の
経
済
基
盤
に
比
べ
て
詳
細
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

記
憶
の
欠
片

仲
村
輝
彦
は
、
東
京
の
大
学
か
ら
割
愛
請
求
が
来
た
の
を
機
に
、
思
い
切
っ
て
職
場
を
東
京
に
変
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
職

場
が
特
に
気
に
入
ら
な
い
と
か
、
給
料
や
そ
の
他
の
条
件
が
よ
く
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
や
は
り
、
彼
が

学
問
を
志
し
、
研
鑽
を
重
ね
て
、
そ
の
入
り
口
を
潜
り
ぬ
け
た
東
京
は
、
彼
に
と
っ
て
の
学
問
の
故
郷
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
育
ん
だ
問
題

意
識
と
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
解
明
の
糸
口
は
、
自
慢
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
東
京
と
い
う
政
治
行
政･

経
済
の
集
積
の
中
に

あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
地
方
の
大
学
で
過
ご
し
、
そ
こ
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

大
学
院
を
二
九
歳
で
修
了
─
正
確
に
は
単
位
取
得
退
学
と
い
う
─
し
、
地
方
の
大
学
で
終
身
雇
用
の
職
を
得
て
、
す
で
に
三
〇
年
を

超
え
る
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
す
す
め
方
に
関
し
て
、
再
考
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
請
わ
れ
て
転
籍
す

る
こ
と
を
良
縁
と
考
え
、
懐
か
し
い
東
京
へ
戻
っ
て
き
た
。
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居
所
も
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
世
田
谷
区
を
選
ん
で
、
や
が
て
ま
た
帰
郷
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
、
売
り
に
出
し
や
す
い
マ
ン
シ
ョ

ン
を
購
入
し
て
、
旧
居
は
妻
が
学
習
塾
を
し
な
が
ら
守
る
と
い
う
の
で
任
せ
る
こ
と
に
し
て
、
必
要
最
低
限
の
家
財
道
具
だ
け
を
持
ち
込

ん
で
、
新
し
い
生
活
を
始
め
た
。
家
族
と
は
単
身
赴
任
、
二
重
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
週
末
と
休
暇
に
は
、
旧
居
へ
帰
る
の
で
、

妻
は
﹁
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
﹂
な
ど
と
言
っ
て
、﹁
女
子
会
﹂
を
結
構
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

一
方
、
仲
村
輝
彦
の
幼
な
じ
み
の
真
佐
子
─
と
い
っ
て
も
、
知
り
合
っ
た
の
は
、
仲
村
が
大
学
生
で
真
佐
子
が
中
学
二
年
生
の
時
、

そ
の
後
、
訳
あ
っ
て
二
人
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
つ
い
最
近
、
偶
然
に
も
山
陰
の
海
岸
で
再
会
し
た
─
は
、
真
佐
子
の
息
子
夫
婦
に

待
望
の
男
の
子
の
孫
が
生
ま
れ
、
一
人
歩
き
で
き
る
ま
で
成
長
し
た
こ
と
か
ら
、
胸
の
隙
間
に
仲
村
の
こ
と
が
浮
か
ん
で
は
消
え
し
て
、

落
ち
着
か
な
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、﹁
東
京
の
大
学
へ
替
わ
り
ま
す
。
落
ち
着
い
た
ら
連
絡
し
ま
す
﹂
と
だ
け
記
し
た
絵
葉
書

を
受
け
取
り
、
く
す
ぶ
っ
て
い
た
胸
の
中
の
綿
に
火
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
特
別
な
感
情
や
つ
き
合
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
同
じ
同
郷
の
﹁
同
窓
生
﹂
で
あ
る
か
ら
、
気
楽
に
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

絵
葉
書
に
あ
っ
た
大
学
の
住
所
宛
に
、
封
書
で
手
紙
を
送
っ
た
。

﹁
何
が
あ
っ
た
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
、
私
か
ら
逃
げ
る
つ
も
り
ね
。
許
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
﹂

と
挑
発
的
な
言
葉
を
記
し
た
。
そ
の
後
、
仲
村
か
ら
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
が
来
た
。

﹁
仕
事
の
都
合
で
す
。
で
も
、
東
京
に
一
度
遊
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
﹂

と
い
う
文
言
に
、

﹁
明
日
に
で
も
行
く
わ
。
首
を
洗
っ
て
待
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
﹂

と
返
し
た
。

真
佐
子
は
、
二
十
歳
過
ぎ
の
と
き
、
勤
め
先
の
会
社
が
企
画
し
た
バ
ス
旅
行
で
山
間
を
通
行
中
、
何
者
か
の
仕
業
で
、
バ
ス
が
中
国
山

地
の
峠
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
を
爆
破
さ
れ
、
深
い
谷
底
へ
転
落
、
地
獄
絵
巻
の
中
で
、
体
中
に
や
け
ど
を
負
い
、
九
死
に
一
生
を
得
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た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
の
記
憶
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
仲
村
と
付
き
合
っ
て
い
た
頃
の
記
憶
は
、
無
残
に
も
、
赤
い
炎
と
と
も
に

か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

運
命
の
な
せ
る
仕
業
か
、
は
た
ま
た
超
人
的
な
何
か
に
よ
っ
て
、
仲
村
と
山
陰
の
海
岸
で
偶
然
巡
り
あ
い
、
仲
村
を
自
分
に
と
っ
て
何

か
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
感
じ
た
の
は
、
脳
の
奥
深
く
に
壊
れ
な
い
ま
ま
残
存
し
て
い
た
﹁
記
憶
﹂
の
欠
片
で
あ
っ
た
。
そ
の
と

き
、
仲
村
が
声
を
か
け
な
か
っ
た
ら
、
真
佐
子
は
仲
村
の
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
再
会
は
、
広
い
大
海
原
の
中
に
失
っ
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
見
つ
け
る
の
に
似
て
い
た
。
真
佐
子
は
、
バ
ス
事
故
以
前
に
何
が

あ
っ
た
の
か
、
な
ぜ
バ
ス
爆
破
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
、
仲
村
が
探
し
出
し
て
教
え
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
再
び
付
き
合
い
を

始
め
た
。
バ
ス
事
件
は
、
仲
村
に
と
っ
て
、
真
佐
子
と
別
れ
た
あ
と
の
出
来
事
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時
の
捜
査
記
録
と
担
当
の
刑
事
の
記

憶
以
外
に
頼
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
真
佐
子
の
周
囲
は
、
夫
を
病
気
で
亡
く
し
た
心
の
空
白
を
満
た
す
お
遊
び
だ
と
決
め
付
け
て
、
猛
烈

に
反
対
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
島
根
県
警
の
捜
査
で
は
、
当
時
の
過
激
派
が
仕
組
ん
だ
事
件
に
は
間
違
い
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の

い
っ
た
ん
時
効
に
な
っ
た
事
件
を
、
仲
村
と
と
も
に
追
い
か
け
る
決
心
を
し
た
の
だ
っ
た
。
真
佐
子
に
は
、
か
け
が
え
の
な
い
青
春
時
代

の
記
憶
を
失
っ
た
ま
ま
人
生
を
終
え
る
こ
と
は
、
絶
対
に
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
自
分
の
青
春
時
代
の
ひ
と
こ
ま
を
知
っ
て
い
る
仲
村

に
、
す
べ
て
を
託
そ
う
と
決
心
し
た
。
そ
し
て
、
最
近
、
横
浜
で
起
き
た
殺
人
事
件
を
通
じ
て
、
バ
ス
爆
破
事
件
の
全
容
解
明
に
、
薄
日

が
射
す
ま
で
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
最
近
の
殺
人
事
件
を
担
当
し
た
、
神
奈
川
県
警
の
夏
光
一
郎
警
部
が
、
迷
宮
入
り
し
た
バ
ス
爆
破
事

件
の
解
明
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
と
約
束
し
て
く
れ
た
。
真
佐
子
は
、
孫
を
膝
の
上
で
あ
や
し
な
が
ら
、
横
浜
で
起
き
た
殺
人
事
件
の
初

公
判
の
新
聞
記
事
を
思
い
出
し
て
い
た
。

﹁
こ
の
事
件
と
過
去
の
バ
ス
爆
破
事
件
は
、
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
わ
﹂

真
佐
子
は
、
孫
の
頬
を
撫
で
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
た
。
孫
が
、
愛
ら
し
い
笑
い
で
答
え
た
。
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佐
用
の
腰
掛
け
石

﹁
源
空
様
、
待
ち
た
ま
へ
。
お
物
語
が
あ
り
。
と
ば
か
り
待
ち
た
ま
へ
﹂

源
空
の
後
方
か
ら
、
何
人
か
の
住
人
の
声
が
し
て
、
彼
に
迫
っ
て
き
た
。
振
り
返
る
と
、
地
元
の
民
と
思
わ
れ
る
も
の
ど
も
が
、
数
人

小
走
り
で
追
い
か
け
て
く
る
の
を
認
め
た
。
粗
末
な
麻
の
衣
服
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
そ
の
群
れ
の
中
に
、
源
空
に
見
覚
え
の
あ
る
者
が

何
人
か
混
じ
っ
て
い
た
。

﹁
源
空
様
、
お
伝
え
し
た
き
が
候
ふ
。
し
ば
し
、
待
ち
た
ま
へ
﹂

と
言
っ
て
、
源
空
の
背
後
か
ら
近
づ
い
て
き
た
。
ど
う
や
ら
怪
し
い
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
顔
見
知
り
の
男
を
認
め
る
と
、

﹁
お
お
、
そ
な
た
は
い
つ
ぞ
や
の
。
か
の
時
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
き
﹂

源
空
は
、
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る
人
の
群
れ
に
答
え
た
。
そ
し
て
、
道
の
野
辺
に
あ
る
、
懐
か
し
い
石
に
腰
を
下
ろ
し

た
。
こ
の
石
は
平
ら
な
石
で
、
休
憩
を
す
る
に
は
、
格
好
の
場
所
に
あ
り
、
こ
の
先
が
ち
ょ
う
ど
美
作
国
に
入
る
最
後
の
峠
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
源
空
は
美
作
国
に
入
る
と
き
に
は
、
い
つ
も
こ
の
石
で
休
息
す
る
の
だ
っ
た
。
偶た

ま
た
ま々

居
合
わ
せ
た
人
を
相
手
に
、
ま
た
求
め
に

応
じ
て
法
話
を
す
る
の
だ
っ
た
。
土
地
の
者
ど
も
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
追
い
か
け
て
来
た
に
違
い
な
い
。
源
空
が
好
ん
で
休
憩
し

た
場
所
は
、
い
つ
の
日
か
、
法
然
上
人
の
腰
掛
石
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。﹁
地
域
の
住
民
に
法
話
を
し
た

場
所
﹂﹁
た
び
た
び
生
ま
れ
故
郷
の
美
作
へ
帰
っ
て
い
た
﹂
な
ど
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

﹁
源
空
様
、
屋
敷
へ
お
寄
り
下
さ
ら
ず
と
は
、
お
人
が
悪
し
か
し
﹂

﹁
そ
れ
に
は
、
な
か
な
か
気
を
使
は
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
申
し
訳
な
し
と
思
い
、
失
礼
し
き
﹂

源
空
は
、
竹
筒
に
入
っ
た
水
を
口
に
含
ん
で
言
っ
た
。
口
々
に
源
空
の
近
況
を
窺
う
者
あ
り
、
ま
た
、
地
元
の
今
年
の
稲
の
作
柄
、
野
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菜
や
五
穀
の
収
穫
の
こ
と
を
話
し
、
源
空
の
天
気
の
読
み
が
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
。

﹁
な
ん
ぢ
様
が
指
示
さ
れ
し
と
お
り
、
今
年
は
日
照
り
が
続
く
を
予
想
し
て
、
庄
を
上
げ
て
利
水
に
取
り
組
み
し
お
か
げ
に
、
野
菜
や

五
穀
を
枯
ら
さ
ざ
り
て
す
み
き
﹂

と
、
長
の
者
が
胸
の
前
に
手
を
合
わ
せ
た
。
源
空
は
陰お

ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
の
心
得
が
あ
っ
た
。
基
本
的
な
こ
と
は
、
九
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
を
菩
提

寺
の
坊
で
修
行
を
し
て
い
た
と
き
に
、
旅
の
途
中
で
坊
に
寝
泊
り
す
る
聖
た
ち
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
空
爾
は
、
見
る
物
聞
く
物

す
べ
て
を
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
理
解
し
習
得
し
た
。

源
空
は
目
を
細
め
て
、
後
方
に
控
え
て
い
る
不
具
の
者
に
目
を
や
っ
た
。
彼
女
は
何
年
か
前
、
源
空
が
こ
の
道
を
通
り
か
か
っ
た
と
き

に
、
高
熱
の
病
気
に
侵
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
者
に
請
わ
れ
る
ま
ま
、
薬
草
を
施
し
、
そ
の
他
の
治
療
を
試
み
る
も
む
な
し
く
、
両
目
か

ら
光
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
、
身
命
を
惜
し
ま
ず
必
死
に
看
病
を
し
て
く
れ
た
源
空
の
こ
と
を
、
今
も
そ
の
瞳
の
中
に
留

め
て
い
た
。

﹁
源
空
様
﹂

と
言
っ
て
、
三
〇
過
ぎ
の
痩
せ
ぎ
す
の
体
を
引
き
ず
っ
て
源
空
の
前
へ
進
ん
だ
。
女
の
背
後
に
は
、
ま
っ
黒
な
顔
を
し
た
男
子
が
、
六
、

七
歳
で
あ
ろ
う
か
、
指
を
口
に
く
わ
え
て
隠
れ
て
い
た
。

﹁
お
お
懐
か
し
。
今
も
元
気
に
い
る
か
。
そ
な
た
の
こ
と
を
案
じ
て
は
あ
り
し
が
、
つ
い
ぞ
書
も
し
た
た
め
ず
、
失
礼
を
し
に
き
﹂

と
言
っ
て
、
源
空
は
女
の
手
を
取
っ
た
。

﹁
源
空
様
、
京
へ
戻
る
つ
い
で
に
は
、
必
ず
立
ち
寄
り
た
ま
へ
。
我
が
覚
え
し
、
舞
を
舞
っ
て
、
見
て
た
ま
へ
た
し
と
存
ず
﹂

と
、
女
は
頬
に
涙
し
て
懇
願
し
た
。
源
空
は
胸
中
複
雑
な
思
い
に
、
顔
を
小
さ
く
縦
に
振
っ
た
が
、
女
は
、

﹁
き
っ
と
な
り
よ
。
我
も
み
ん
な
も
待
ち
た
れ
ば
ね
﹂

と
、
源
空
の
手
を
強
く
握
り
締
め
た
。
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﹁
源
空
様
﹂

と
、
長
格
の
老
人
が
言
っ
た
。

﹁
先
ほ
ど
美
作
国
へ
向
っ
た
地
侍
が
申
す
に
は
、
源
空
様
が
あ
と
よ
り
美
作
国
へ
向
う
の
に
、
こ
れ
を
渡
し
な
さ
れ
、
そ
し
て
、
郡
衙

に
て
待
ち
た
て
ま
つ
り
た
る
と
伝
え
よ
、
と
い
ふ
な
り
き
﹂

そ
し
て
、
一
握
り
の
包
み
を
源
空
に
差
し
出
し
た
。
包
み
は
乾
燥
し
た
竹
の
皮
に
包
ま
れ
て
い
た
。
地
侍
は
、
お
そ
ら
く
美
作
菅
原
家

の
侍
で
、
菅
原
家
の
配
下
の
者
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
。
源
空
が
美
作
国
へ
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
、
佐
用
の
郡
衙
で
聞
き
及

び
、
食
料
を
託
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
菅
原
家
は
美
作
国
の
押
領
使
を
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
山
陽
道
の
支
路
に
当
た
る
美
作
街
道
で
は

顔
が
き
く
。
美
作
街
道
は
後
の
世
に
な
っ
て
出
雲
街
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
播
磨
国
姫
路
を
始
点
と
し
て
、
出
雲
国
の
松
江
に
至

る
街
道
で
あ
っ
た
。

西
の
空
で
、
陽
の
暮
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
木
々
の
梢
の
小
鳥
た
ち
が
、
旅
人
を
案
じ
て
い
っ
せ
い
に
鳴
い
た
。
源
空
は
暇
を
告
げ

た
。
村
の
者
ど
も
は
、
曲
が
り
道
に
源
空
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
り
続
け
た
。
源
空
の
影
が
、
先
ほ
ど
か
ら
す
る
と
や
や
長
く

な
っ
て
い
た
。
源
空
は
見
送
る
者
と
、
こ
れ
か
ら
会
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
帰
り
を
待
つ
者
と
の
狭
間
で
、
方
向
感
覚
を
失
っ
て
い

た
。

関
門
海
峡
の
海
流

真
佐
子
は
親
友
を
下
関
に
訪
ね
た
。
名
を
河
野
と
い
い
、
下
関
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
。

源
平
壇
ノ
浦
の
合
戦
を
記
念
し
て
整
備
さ
れ
た
公
園
の
ベ
ン
チ
で
待
ち
合
わ
せ
た
。
血
み
ど
ろ
の
死
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
所
と
は
、
ど

う
し
て
も
思
え
な
い
よ
う
な
、
剥
き
抜
け
る
よ
う
な
青
空
と
、
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
の
海
峡
が
、
平
安
時
代
の
終
末
の
歴
史
の
一
こ
ま
を




